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　がん薬剤学会では抗がん薬曝露の問題についても

積極的に取り組んでおりますが、皆様の御施設におい

て曝露対策はどの程度普及したでしょうか？具体的な

個別の対応に苦慮したことはなかったでしょうか？

　実は、「がん薬物療法における職業性薬曝露対策ガ

イドライン」が発刊・改訂されていますが、それぞれの

CQにはまだ多くの臨床課題が残されています。また、

そもそも職業性曝露対策ガイドラインですから、患者さ

んのご家庭での曝露対策等はごく僅かに記載がある

のみなのです。そのため、個別の対応になるほど、皆

様が真剣に取り組むほど、対応に苦慮するのは当たり

前なのです。そんな時、具体的な曝露対策を自分達

で考えなければならないのですが、ではどのように考

えていけば良いのでしょう？

　基本的なことですが、曝露対策の目標は「曝露をゼ

ロ」にすることです。しかし曝露がゼロになっても、他に

生じる不利益が大きくなりすぎてはいけません。手順

が煩雑になり過誤が生じる可能性が高い職業性曝露

対策や、患者さんとご家族のコミュニケーションの機会

を奪い、患者さんが孤立してしまうような家庭での曝露

対策では本末転倒なのです。

　このことを踏まえ、以下の手順で考えてみましょう。

　まず、曝露につながる問題を見つけたら、その曝露

量を少しでも軽減できる対策を考えます。次に、その

対策により生じる不利益と曝露リスクの軽減とを天秤に

かけてみます。生じる不利益が曝露軽減以上に許容

できないものであれば、それは適切な対策とはいえま

せんので別の対策を考えましょう。これだけで適切な

個別化曝露対策につなげていくことができるのです。

　天秤の判断が難しく思えるかもしれませんが、正しい

知識を持つ皆様が、偏りのない目で見て、職員や患

者さんという「人」のためを思って考案した曝露対策で

あれば、それはきっと良い対策であるに違いありませ

ん。

　後は自信を持って実践するだけです！

抗がん薬の個別化曝露対策、
あなた自身で
考えてみませんか？

埼玉県立がんセンター
薬剤部
中山　季昭
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全ての抗がん薬に
CSTD使用の経緯と振り返り

済生会熊本病院
薬剤部
山下　愛子

　済生会熊本病院（以下、当院）は、病床数

400床の地域がん診療連携拠点病院です。抗

がん剤調製件数は約900件/月、そのうち9割

を外来化学療法室の20床で実施しています。

　当院では、現在、抗がん薬の調製・投与の場

面において、閉鎖式薬物移送システム（以下、

CSTD）を使用し、職業性曝露対策に取り組ん

でいます。2010年よりシクロホスファミドの調製

のみPhaseal™ systemを導入しましたが、当時

は、薬剤師が投与ルートを生理食塩液等でプ

ライミングしておらず、閉鎖式回路として看護

師に渡すことはできていませんでした。その

後、当院でのがん薬物療法における職業性曝

露対策が大きく進んだきっかけは、2013年に

米国の国際医療機能評価機関であるJCI

（Joint Commission International）の認証に向

けて取り組んだことでした。

　抗がん薬の安全な取扱いについて、欧米で

は日本よりも早くから明確な指針を掲げ、法

律・義務化をすすめてきたことを知り、ハザー

ダスドラッグ（HD）やCSTDの定義を学び、国

内外のガイドライン等を参照し、国際動向に目

を向けました。CSTDは、投与時は“must”とさ

れ、調製時は“should”、あわせて安全キャビ

ネットによる換気や人事管理、個人防護具など

曝露対策のヒエラルキーを意識することが必

要となります。薬剤部だけではなく看護部や購

買部と協働して複数製品での様々なコスト試

算を重ねた結果、2013年10月よりケモクレーブ™

システム、パル輸液システムの導入に至りまし

た。以降、当院では投与時に看護師がHD輸

液バッグのびん針の抜き刺しを行うことはなく

なりました。どの製品でも曝露対策には費用が

かかるという事実を含めて、病院上層部が職

業性曝露対策を受け入れたということが、関連

スタッフのモチベーション維持に繋がっている

と思います。

　NIOSH AlertのHDリストにあるものはCSTDを

使用する方針ですが、器具は増え、手技は複

雑化し、使用しても安心はできません。パーツ

の操作性やONBコード有無、バイアル口径や

輸液ポンプとの適合など、進化する各社製品

情報を基に採用を見直し、現在は全面的にケ

モセーフロック™システムを使用しています。た

だし、シクロホスファミドとベンダムスチンは従

来通り、BDファシール™システムでの調製を継

続しています。

　CSTDを院内ですすめるにあたっては、認定

看護師と密に連携し、入院・外来の区分や診

療科によるバラツキがないようにしました。輸液

ルートは、フィルター有無を判断し、患者毎に

薬剤師から看護師へ渡しています。さらに、レ

ジメンマスタへの工夫として、必要に応じ薬剤

名の下に【フィルターを通す】、アブラキサンで

施設の取組紹介　～第12回～
は【フィルター使用禁止】と登録し、注射ラベル

にも表示されるようにしています。

　器具や機械を操作する人の不確実性をふま
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は【フィルター使用禁止】と登録し、注射ラベル

にも表示されるようにしています。

　器具や機械を操作する人の不確実性をふま

えて、今後は教育の重要性にさらに目を向け

る必要があると感じています。
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計算式を使わないで、統計解析を行う本です。

本書で扱う処理はすべて、Statcel4 上で実行します。

数式を使わない解説

例題

仮設の設定

Statcel4を使った処理

結果の解釈

　上記構成で、簡単に統計解析ができるとされている

統計ソフトと解説書です。

　統計初心者用向けという統計の書籍やソフトはたくさ

んありますが、殆どがスマートホンを知らない人にやさ

しく解説といいながらタップやスワイプなどの日本語使

う説明書のように、統計初心者には理解しがたい書籍

が多いというのが個人的感想です。

　Excelにアドインソフトを組み込んで使用する統計ソフ

トで、その使い方や例題を参考にデータ処理を行うな

ど、何を基準に判断したらよいか優しく説明がされて

おり、統計初心者でもなんとかなる書籍だと思います。

　下記URLを見つけました。本書で取り上げられてい

る全例題（データは省く）が見られるようですので、使

えそうかどうかはまず見たうえで判断いただけると思い

ます。

https://oms-publ.main.jp/main/all-4steps-exce04/

　論文や学会発表を仕上げるために、仕方なく統計解

析が必要だけど、いろんな書籍を見たけど理解できな

い･･･なかなかハードルが高いので諦めようかと思って

いるレベルでも比較的わかりやすく使い方まで解説さ

れているため、一度使ってみる価値はあると思います。

書籍紹介～第12回～

4Stepエクセル統計 第4版

著　　者：柳井 久江（元 埼玉大学理学部数学教室）
本体価格：4,000円＋税＋送料
付　　録： エクセルアドインソフト Statcel4
B5判・312頁
ISBN978-4-434-21162-1　C3055

ご紹介いただいた先生
濱 宏仁   武庫川女子大学 薬学部 臨床薬学教育センター



NEWS
LETTERJSOPP

Japanese Society of Oncology Pharmacy Practitioners

JSOPP NEWS LETTER  

第14回日本がん薬剤学会 
（JSOPP）学術大会

星薬科大学
実務教育研究部門
佐野　元彦

　第14回日本がん薬剤学会（JSOPP）学術大会を、

2022年５月８日（日）に、KFC Hall ＆ Rooms（東京都

墨田区）において開催させていただく運びとなりまし

た。ご参加いただく皆様方に有益なプログラムをご提

供できるよう、実行委員を中心に鋭意準備を進めてお

ります。

　JSOPPは、2012年に一般社団法人となり、おかげさ

まで10年という節目の年となります。そこで、今回の学

術集会のメインテーマを「NEXT STAGE 今より一歩先

のがん医療を目指して」とさせていただきました。この

十年を振り返っただけでも、がん医療は、新たな分子

標的治療薬や免疫チェックポイント阻害薬の登場、外

来がん治療に重きを置いた医療者介入、がんゲノム検

索による個別化医療など目覚ましい進歩を遂げていま

す。さらに、近年のがん治療による生存率の向上によ

り、サバイバーはこれまで通りの日常生活を一刻も早く

取り戻すことを希望しており、医療従事者は医療の発

展と共に長期的な視点での患者支援が求められてお

ります。

　COVID-19の影響で社会全体が大きな変革期の

中、がん医療においても過渡期を迎え、新たな医療の

形を目指していく必要があります。古くから相撲の町と

して親しまれている両国で、参加者の皆様と共に議論

して新たながん医療の扉を開いていきたいと思いま

す。関係者一同、多くの皆様のご参加を心よりお待ち

申し上げております。

開　催　概　要
テーマ：「NEXT STAGE 今より一歩先のがん医療を目指して」

開催日時：2022年 5月 8日（日）   
開催方式：ハイブリッド開催

場所：KFC Hall & Rooms（東京都墨田区）　https://www.tokyo-kfc.co.jp/access/

一般演題登録期間：2021年 12月 20日（月）～2022年２月 25日（金）
事前参加登録受付期間：第１次登録期間：2022年２月１日（火）～３月 31日（木）
　　　　　　　　　　　第２次登録期間：2022年４月７日（木）～４月 25日（月）

詳細は下記ホームページをご覧ください。
https://jsopp14.org/

大　会　長：佐野 元彦（星薬科大学 実務教育研究部門）
実行委員長：中山 季昭（埼玉県立がんセンター 薬剤部）
実 行 委 員：伊藤 剛貴 （草加市立病院 薬剤部）

鈴木 賢一 （星薬科大学 実務教育研究部門）
武井 大輔 （埼玉県立がんセンター 薬剤部）
鳥越 一宏 （星薬科大学 実務教育研究部門）
新津 京介 （自治医科大学附属さいたま医療センター 薬剤部）
長谷川 まゆみ （埼玉医科大学総合医療センター 薬剤部）
原田 知彦 （神奈川県立がんセンター 薬剤部）
平出 誠 （星薬科大学 実務教育研究部門）
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一般演題登録 　　　    2 月 25 日（金）まで
第 1次事前参加登録　3月 31 日（木）まで
第 2次事前参加登録　4月 7日（木）～ 25日（月）
本大会では現地参加者に限り以下の単位交付を予定しています。
　・日本薬剤師研修センター　・日病薬病院薬学認定
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2018年1月、
日本で初めて閉鎖式薬剤移注システムとして、
薬事承認（クラスⅡ）を取得しました。

BD, the BD Logo and PhaSeal are trademarks of
Becton, Dickinson andCompany or its a�liates. 
©2022 BD. All rights reserved.
（BD-54256）
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